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満
蒙
開
拓
か
ら
の
問
い

第
３
部

鍬を握る・満蒙開拓からの問い（２２）国策の影、いまも（５）
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連載へのご意見、ご感想をお寄
せください。情報提供もお待ちし
ています。名前、連絡先（電話番
号やメールアドレスなど）を明記
してください 〒380－8546 長野
市南県町657 信濃毎日新聞社編
集局「鍬を握る」取材班（ファク
ス026・236・3017、メール ＠

この連載は「信濃毎日
新聞デジタル」の特設ペ
ージでもお届けします。

情
報
や
感
想

こ
ち
ら
へ
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戦前戦後 国に「棄民の水脈」
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国
策
の
影

い
ま
も

⑤

中国残留孤児による国家賠償訴訟 中国から帰国した全国の元残

留孤児計2211人が2002年 月の東京地裁を皮切りに全国 地裁で

訴訟を起こした。原告らの苦境は国の無策によるものだとして、１人当

たり3300万円の損害賠償を国に求めた。神戸地裁は勝訴した一方、大阪、

東京、徳島、名古屋、広島、札幌、高知の７地裁は敗訴した。 年 月

の帰国者支援法改正で残留日本人１世は満額の老齢基礎年金などを受け

られるようになり、各控訴審や山形、福岡、鹿児島、岡山、長野、京都、

仙台の７地裁で訴えを順次取り下げた。
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ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

首
相
官
邸
を
訪
れ
た
中
国
残
留
孤
児
訴
訟

の
原
告
団
代
表
と
面
会
す
る
安
倍
首
相

手
前
左

２
０
０
７
年
１
月
31
日

１
月

日
、
東
京
都
小
金
井
市

で
市
民
グ
ル
ー
プ
が
開
い
た
音
楽

会
。
戦
中
の
満ま

ん

蒙も
う

開
拓
と
、
戦
後

の
原
発
政
策
と
い
う
二
つ
の
国
策

の
犠
牲
に
な
っ
た
人
た
ち
を
描
い

た
合
唱
曲
が
披
露
さ
れ
た
。

会
場
に
、
弁
護
士
の
小
野
寺
利

孝
さ
ん

東
京

が
招
か
れ

て
い
た
。
中
国
残
留
孤
児
た
ち
に

よ
る
国
家
賠
償
訴
訟
で
弁
護
団
全

国
連
絡
会
の
共
同
代
表
を
務
め
た

一
人
。
促
さ
れ
て
壇
上
で
話
し
た
。

「
棄
民
と
い
う
こ
と
に
最
初
に
問

題
意
識
を
持
っ
た
の
は
、
残
留
孤

児
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
相
談
を
受
け

た
時
の
こ
と
で
し
た
」

後
に
原
告
団
代
表
と
な
る
池
田

澄
江
さ
ん

東
京

ら
５
人

の
元
孤
児
が
小
野
寺
さ
ん
を
訪
ね

た
の
は

年
。
既
に

人
の
弁
護

士
に
依
頼
を
断
ら
れ
て
い
た
。

池
田
さ
ん
は
、
当
初
は
訴
訟
ま

で
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
中

国
で
暮
ら
し
た
感
覚
か
ら
は
、
国

と
争
う
こ
と
は
発
想
し
難
い
。
老

後
の
生
活
保
障
を
求
め
て
署
名
運

動
や
デ
モ
行
進
を
実
施
。
国
会
に

は
２
度
、
請
願
を
出
し
た
。

だ
が
請
願
は
と
も
に
審
議
未
了

で
不
採
択
と
な
っ
た
。
厚
生
労
働

省
の
対
応
も
冷
淡
に
感
じ
て
い

た
。
同
じ
頃
、
ハ
ン
セ
ン
病
元
患

者
が
立
ち
上
が
っ
て
国
の
隔
離
政

策
は
違
法
と
裁
判
で
訴
え
、
勝
訴
。

小
泉
純
一
郎
首
相
（
当
時
）
が
謝

罪
、
全
面
解
決
を
表
明
し
、
池
田

さ
ん
ら
を
大
き
く
勇
気
づ
け
た
。

「
裁
判
に
訴
え
る
し
か
な
い
」

小
野
寺
さ
ん
は
当
時
、
中
国
人

の
強
制
連
行
な
ど
戦
争
被
害
を
巡

っ
て
国
と
争
っ
て
い
た
。
多
忙
を

極
め
て
い
た
が
、
中
国
人
の
戦
争

被
害
の
救
済
に
取
り
組
む
の
に
、

孤
児
た
ち
の
依
頼
を
断
る
理
由
は

な
い
。
国
会
が
孤
児
の
声
を
無
視

し
て
動
か
な
い
こ
と
に
怒
り
も
感

じ
た
。
弁
護
を
引
き
受
け
た
。

弁
護
団
活
動
は
、
孤
児
一
人
一

人
の
人
生
を
じ
っ
く
り
聞
き
取
る

こ
と
か
ら
始
め
た
。
国
の
責
任
の

所
在
に
つ
い
て
研
究
者
も
交
え
て

協
議
。
一
連
の
政
策
に
通
底
す
る

基
本
姿
勢
は
「
棄
民
政
策
だ
」
と

の
認
識
に
至
っ
た
。

「
私
た
ち
は
３
度
捨
て
ら
れ

た
」
。
孤
児
た
ち
は
法
廷
内
外
で

訴
え
た
。
敗
戦
時
に
国
に
捨
て
ら

れ
、
長
年
に
わ
た
り
帰
国
の
手
は

差
し
伸
べ
ら
れ
ず
、
帰
国
後
も
支

援
を
十
分
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

｜
。結

果
は
、
神
戸
地
裁
で
唯
一
と

な
る
勝
訴
。

年
１
月

日
、
小

野
寺
さ
ん
の
足
元
の
東
京
地
裁
で

は
主
張
が
全
て
退
け
ら
れ
「
大
負

け
」し
た
。判
決
の
報
告
集
会
で
、

涙
し
な
が
ら
謝
っ
た
。

だ
が
、
政
治
は
既
に
動
き
出
し

て
い
た
。
敗
訴
の
翌
日
、
安
倍
晋

三
首
相
（
当
時
）
は
孤
児
ら
を
首

相
官
邸
に
招
き
、
支
援
を
約
束
し

た
。
直
後
の
国
会
で
は
「
日
本
人

と
し
て
尊
厳
を
持
て
る
生
活
」
の

実
現
を
図
る
と
し
た
。

国
家
主
義
的
と
評
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
安
倍
元
首
相
。
小
野
寺
さ

ん
は
「
『
日
本
人
と
し
て
の
尊
厳

を
傷
つ
け
た
』
と
い
う
の
は
、
安

倍
さ
ん
の
心
情
に
訴
え
る
も
の
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
」と
分
析
す
る
。

政
権
の
支
持
率
向
上
へ
の
思
惑
も

ち
ら
つ
い
た
政
治
決
着
だ
っ
た

が
、
記
者
団
に
囲
ま
れ
た
池
田
さ

ん
は
「
昨
日
は
地
獄
、
今
日
は
天

国
」
と
満
面
の
笑
み
を
見
せ
た
。

訴
訟
に
よ
る
決
着
を
目
指
し
て

き
た
小
野
寺
さ
ん
は
、
複
雑
な
気

持
ち
で
眺
め
た
。
そ
の
後
、
支
援

内
容
を
巡
っ
て
厚
労
省
と
折
衝
を

重
ね
た
。
訴
訟
で
は
国
が
法
的
責

任
を
認
め
た
上
で
謝
罪
す
る
こ
と

を
求
め
た
が
、
そ
こ
に
こ
だ
わ
る

こ
と
は
、
も
は
や
難
し
か
っ
た
。

高
齢
の
孤
児
た
ち
の
生
活
を
救
う

に
は
時
間
が
な
い
。

年
夏
、
支

援
策
案
を
受
け
入
れ
た
。

１
９
６
７
（
昭
和

）
年
、
重

金
属
カ
ド
ミ
ウ
ム
に
よ
る
安
中
公

害
訴
訟
な
ど
で
弁
護
士
人
生
を
ス

タ
ー
ト
し
た
小
野
寺
さ
ん
。
今
、

そ
の
最
後
の
仕
事
と
し
て
、
東
京

電
力
福
島
第
１
原
発
事
故
で
古
里

を
奪
わ
れ
た
人
た
ち
の
訴
訟
に
取

り
組
む
。戦
前
戦
後
を
通
じ
て「
日

本
に
は
一
貫
し
て
棄
民
政
策
が
脈

々
と
流
れ
て
い
る
」
と
捉
え
る
。

「
そ
の
水
脈
を
暴
き
出
し
て
、
除

去
し
な
き
ゃ
駄
目
だ
」

中国残留孤児訴訟を振り

返る小野寺利孝弁護士＝

２月 日、東京都内

海
外
か
ら
の
帰
国
者
や
旅
行
者
の

は
し
か
の
感
染
報
告
が
国
内
で
相
次

い
で
い
る
。
自
治
体
へ
の
取
材
に
よ

る
と
、
同
じ
航
空
機
に
乗
り
合
わ
せ

た
人
の
間
で
感
染
が
広
が
る
な
ど

し
、
今
年
に
入
っ
て
少
な
く
と
も
計

人
の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
。
さ

ら
な
る
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
専
門

家
は
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
渡
航
者
ら

に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
呼
び
か
け
て
い

る
。大

阪
府
は
１
日
、
東
大
阪
市
の

代
男
性
が
は
し
か
に
感
染
し
た
と
発

表
し
た
。
市
に
よ
る
と
男
性
は
２
月

日
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ

Ｅ
）
か
ら
関
西
空
港
に
到
着
し
た
エ

テ
ィ
ハ
ド
航
空
Ｅ
Ｙ
８
３
０
便
で
帰

国
し
て
い
た
。

は
し
か
は
感
染
力
が
非
常
に
強
く

同
じ
空
間
に
い
る
だ
け
で
空
気
感
染

す
る
。
大
阪
府
に
よ
る
と
３
月

日

時
点
で
、
同
便
に
乗
り
合
わ
せ
た
名

古
屋
市
の

代
女
性
２
人
や
岐
阜
県

の

代
女
性
、
大
阪
市
の

代
女
性

な
ど
、
関
連
し
て
１
都
２
府
４
県
で

計

人
の
感
染
が
判
明
し
た
。

そ
の
後
飛
行
機
に
乗
っ
て
い
な
い

京
都
市
の

代
男
性
も
発
症
。
関
空

で
感
染
者
と
接
触
し
た
と
み
ら
れ

る
。
感
染
者
の
中
に
は
判
明
前
に
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
や
コ
ン
サ
ー
ト
を
見
に

行
っ
た
人
も
お
り
、
運
営
側
が
参
加

者
に
注
意
喚
起
し
た
。

日
本
は
２
０
１
５
年
に
世
界
保
健

機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
か
ら
「
排
除
状
態
」

と
認
定
さ
れ
て
お
り
、
は
し
か
の
感

染
は
今
回
の
よ
う
な
海
外
か
ら
の
持

ち
込
み
例
に
限
ら
れ
て
い
る
。
手
洗

い
や
マ
ス
ク
着
用
で
は
防
ぎ
き
れ

ず
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
唯
一
の
予
防

法
で
、
幼
少
期
に
２
回
の
定
期
接
種

が
あ
る
。
接
種
率
は
９
割
を
超
え
て

い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流

行
後
は
減
少
傾
向
だ
。

東
京
医
大
の
浜
田
篤
郎
特
任
教
授

（
渡
航
医
学
）
は
、
日
本
人
の
多
く

は
一
定
の
免
疫
を
持
っ
て
お
り
、
国

内
で
爆
発
的
に
増
加
す
る
可
能
性
は

低
い
と
指
摘
。
「
再
び
国
内
に
ウ
イ

ル
ス
が
定
着
す
る
の
を
防
ぐ
た
め

に
、
特
に
海
外
渡
航
す
る
人
や
海
外

か
ら
の
旅
行
者
に
接
す
る
機
会
の
あ

る
人
が
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と

が
重
要
だ
」
と
話
し
て
い
る
。

はしか国内で感染相次ぐ
帰国者や旅行者 少なくとも 人

麻疹ウイルスの電子

顕微鏡写真 米疾病

対策センター提供

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

は
し
か

麻
疹
ウ
イ
ル
ス
を
原
因
と
す
る
感
染
症
。
感
染

力
が
極
め
て
強
く
、
同
じ
空
間
に
い
る
だ
け
で
空
気
感
染

す
る
。
免
疫
が
な
け
れ
ば
感
染
後
約

日
で
発
症
し
、
発
熱
や
せ

き
な
ど
風
邪
に
似
た
症
状
や
発
疹
が
出
る
。
発
症
の
前
日
か
ら
発

疹
出
現
後
４
〜
５
日
目
ま
で
は
周
囲
に
感
染
さ
せ
る
懸
念
が
あ

る
。
先
進
国
で
も
千
人
に
１
人
が
死
亡
す
る
と
さ
れ
、
有
効
な
予

防
法
は
ワ
ク
チ
ン
だ
け
。
確
実
に
免
疫
を
つ
け
る
に
は
２
回
の
接

種
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
、
現
在
は
幼
少
期
に
計
２
回
の
定
期
接
種

が
行
わ
れ
て
い
る
。
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若手の一押

しを投稿し
ています！
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県
北
部

あ
す
に
か
け
大
雪
恐
れ

長
野
地
方
気
象
台
は

日
、
県

内
は

日
夕
か
ら

日
に
か
け

て
、
北
部
山
沿
い
と
中
野
飯
山
地

域
を
中
心
に
断
続
的
に
強
い
雪
と

な
る
所
が
あ
る
と
発
表
し
た
。
警

報
級
の
大
雪
と
な
る
可
能
性
が
高

い
。
上
空
の
寒
気
が
予
想
よ
り
強

ま
る
な
ど
し
た
場
合
、
木
曽
地
域
、

上
田
地
域
の
菅
平
周
辺
、
南
部
で

も
大
雪
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
と

し
て
い
る
。

日
本
海
の
低
気
圧
が
発
達
し
な

が
ら
東
に
進
み
、
東
日
本
上
空
に

こ
の
時
期
と
し
て
は
強
い
寒
気
が

流
れ
込
む
た
め
。
気
象
台
は
、
路

面
の
凍
結
に
よ
る
交
通
障
害
や
風

雪
に
よ
る
視
界
の
悪
化
の
ほ
か
、

南
部
で
は
湿
っ
た
重
い
雪
に
よ
る

電
線
や
樹
木
へ
の
着
雪
に
注
意
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

日
午
後
６
時
ま
で
の

時
間

予
想
降
雪
量
は
、
い
ず
れ
も
多

い
所
で
大
北
地
域
山
沿
い

㌢
、

乗
鞍
上
高
地
地
域

㌢
、
長
野

地
域
山
沿
い
と
中
野
飯
山
地
域
、

大
北
地
域
平
地
、
上
田
地
域
の
菅

平
周
辺
、
木
曽
地
域
各

㌢
、
下

伊
那
地
域

㌢
、
松
本
地
域
の
聖

高
原
周
辺
と
長
野
地
域
平
地
各

㌢
。

日
午
後
６
時
ま
で
の

時

間
予
想
降
雪
量
は
、
い
ず
れ
も
多

い
所
で
北
部

〜

㌢
、
中
部

〜

㌢
、
南
部
５
〜

㌢
の
見
込

み
。

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

県
内
の
４
〜
６
月

平
年
よ
り
暖
か
く

気
象
庁
３
カ
月
予
報

気
象
庁
は

日
、
県
内
を
含
む

関
東
甲
信
地
方
の
３
カ
月
予
報

（
４
〜
６
月
）
を
発
表
し
た
。
日

本
の
南
で
太
平
洋
高
気
圧
の
西
へ

の
張
り
出
し
が
強
く
、
暖
か
い
空

気
が
日
本
付
近
に
流
れ
込
む
影
響

で
県
内
の
平
均
気
温
は
平
年
よ
り

高
く
な
る
見
込
み
。

４
〜
５
月
の
天
気
は
数
日
周
期

で
変
わ
り
、
平
年
と
同
様
に
晴
れ

の
日
が
多
く
な
る
と
予
想
。
６
月

は
平
年
と
同
様
、
曇
り
や
雨
の
日

が
多
く
な
る
見
込
み
。
期
間
を
通

じ
た
降
水
量
は
ほ
ぼ
平
年
並
み
と

し
て
い
る
。

「
破
廉
恥
」な
新
年
会
？

公
費
支
出
「
一
切
な
い
」

週
刊
文
春
が
報
道

埼
玉

青
年
局
巡
り
自
民
県
議

自
民
党
埼
玉
県
連
の
青
年
局
に

所
属
す
る
県
議
ら
が
２
０
１
６
年

１
月
に
破
廉
恥
な
パ
ー
テ
ィ
ー
を

行
っ
た
と

日
、
週
刊
文
春
（
電

子
版
）
が
報
じ
た
。
当
時
青
年
局

長
だ
っ
た
党
県
議
団
の
田
村
琢
実

団
長

が
記
者
団
の
取
材
に
応

じ
、
「
Ｓ
Ｍ
ク
ラ
ブ
で
も
な
ん
で

も
な
い
、
た
だ
の
バ
ー
だ
」
と
説

明
し
、
公
費
支
出
も
「
一
切
な
い
」

と
否
定
し
た
。

田
村
氏
は
青
年
局
の
新
年
会
の

後
に
蕨
市
内
で
有
志
で
二
次
会
を

行
っ
た
と
し
て
「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

な
こ
と
」
だ
と
釈
明
し
た
。
誰
が

支
払
っ
た
か
は
記
憶
に
な
い
と
し

つ
つ
「
公
金
を
使
う
こ
と
は
明
確

に
な
い
」
と
明
言
。
「
お
酒
を
飲

ん
で
、
コ
ス
プ
レ
衣
装
が
あ
っ
た

か
ら
着
て
、
カ
ラ
オ
ケ
を
歌
っ
て

い
た
と
い
う
だ
け
だ
」と
述
べ
た
。

慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈

南
村

志
郎
氏
（
み
な
み
む
ら
・

し
ろ
う

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
中
未
来

の
会
」
代
表
）

日
午
後
９
時

分
、

老
衰
の
た
め
横
浜
市
金
沢
区
の
自
宅

で
死
去
、

歳
。
中
国
大
連
市
生
ま

れ
。
葬
儀
・
告
別
式
は

日
正
午
か

ら
横
浜
市
金
沢
区
釜
利
谷
東
２
の

の

、
セ
レ
モ
ホ
ー
ル
金
沢
文
庫
で
。

喪
主
は
長
女
小
泉
理
華
（
こ
い
ず
み

・
り
か
）
さ
ん
。

〜

年
代
、
北
京
在
住
の
故
西

園
寺
公
一
氏
（
元
首
相
公
望
氏
の
孫
）

の
秘
書
役
を
務
め
、
中
国
の
周
恩
来

元
首
相
の
腹
心
、
廖
承
志
氏
と
親
し

く
、
日
中
友
好
に
尽
く
し
た
。

年

月
、
旭
日
単
光
章
受
章
。
著
書
に

「
日
中
外
交
の
黒
衣
六
十
年
」
。

慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈

枡
田

秀
山
氏
（
ま
す
だ
・
し
ゅ

う
ざ
ん

法
隆
寺
長
老
）

日
、
老

衰
の
た
め
自
坊
の
奈
良
県
斑
鳩
町
法

隆
寺
山
内
１
の
５
の
宝
珠
院
で
死

去
、

歳
。
奈
良
県
出
身
。
喪
主
は

長
男
定
秀
（
じ
ょ
う
し
ゅ
う
）
氏
。

年
に
法
隆
寺
に
入
り
、
執
事
長

や
副
住
職
を
経
て
、

年
に
第
１
２

７
世
住
職
と
聖
徳
宗
第
４
代
管
長
に

就
任
し
た
。

慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈

大
橋

晄
氏
（
お
お
は
し
・
あ
き

ら

俳
人
、
俳
人
協
会
評
議
員
、
本

名
明

あ
き
ら
）

日
午
後
２
時

分
、
老
衰
の
た
め
大
津
市
の
高
齢
者

施
設
で
死
去
、

歳
。
大
阪
府
出
身
。

葬
儀
・
告
別
式
は

日
正
午
か
ら
大

津
市
浜
大
津
４
の
６
の

、
浜
大
津

シ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
。
喪
主
は
長
男

一
弘
（
か
ず
ひ
ろ
）
氏
。

高
浜
虚
子
に
師
事
し
た
父
大
橋
桜

坡
子
が
創
刊
し
た
俳
誌
「
雨
月
」
の

主
宰
を
昨
年
３
月
ま
で
務
め
た
。
句

集
に
「
寒
の
星
」
。

バイバイ カーネルおじさん

85
年
阪
神
優
勝

道
頓
堀
ダ
イ
ブ←09年に発見←チームは低迷←昨

年
久
々
日
本
一
↓
老
朽
化
で
「
人
形
納
め
」

老
朽
化
し
た
カ
ー
ネ
ル
・
サ
ン
ダ
ー
ス
人
形

人
形

納
め
が
行
わ
れ
た

８
日

大
阪
市
の
住
吉
大
社

日
本
Ｋ
Ｆ
Ｃ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
提
供

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
フ
ラ
イ
ド
チ
キ

ン
を
展
開
す
る
日
本
Ｋ
Ｆ
Ｃ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は

日
、
１
９
８

５
年
に
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
リ
ー

グ
優
勝
に
熱
狂
し
た
フ
ァ
ン
ら
に

よ
っ
て
大
阪
・
ミ
ナ
ミ
の
道
頓
堀

川
に
投
げ
込
ま
れ
、

年
後
に
見

つ
か
っ
た
カ
ー
ネ
ル
・
サ
ン
ダ
ー

ス
人
形
を
廃
棄
し
た
と
発
表
し
た

老
朽
化
が
激
し
く
、
大
阪
市
の
住

吉
大
社
で
人
形
納
め
を
行
っ
た
。

Ｋ
Ｆ
Ｃ
に
よ
る
と
、
人
形
納
め

で
は
判
治
孝
之
社
長
ら
役
員
が
参

列
。
お
神
酒
に
加
え
、
自
社
の
チ

キ
ン
を
奉
納
し
た
。
同
社
は
「
会

社
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
向
上
に
貢
献

し
て
く
れ
た
」と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

２
０
０
９
年
に
発
見
さ
れ
て
以

降
は
「
お
か
え
り
！
カ
ー
ネ
ル
」

と
名
付
け
ら
れ
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
展
示
さ
れ
て
き
た
。
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
で
、
左
手
首
や
眼
鏡
を
失

う
な
ど
損
傷
が
目
立
っ
て
い
た
。

カ
ー
ネ
ル
人
形
は

年
当
時
、

道
頓
堀
川
近
く
に
あ
っ
た
ケ
ン
タ

ッ
キ
ー
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
道
頓
堀

店
に
飾
ら
れ
て
い
た
。
阪
神
の
中

軸
だ
っ
た
ラ
ン
デ
ィ
・
バ
ー
ス
選

手
に
似
て
い
る
と
し
て
胴
上
げ
の

末
に
投
げ
落
と
さ
れ
、
翌
年
以
降

チ
ー
ム
は
低
迷
。
フ
ァ
ン
の
間
な

ど
で

カ
ー
ネ
ル
の
呪
い

と
さ
さ

や
か
れ
、

年
ぶ
り
と
な
る
昨
年

ま
で
日
本
一
に
届
か
な
か
っ
た
。
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